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 今回の結果は、前回の
イヌトウキの葉と根のアルカ
リ抽出液が抗HIV活性を
示したことと一致しており、
共通して細胞保護効果を
示す可能性が示唆されま
した。 
 今後、分化型の神経細
胞に関しても同様な保護
効果を示すか否か検討す
る予定です。 

（明海大学坂上教授と） 


